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I マイクロ電極を用いた網羅的バイオセンサの開発  

Development of biosensors by using micro-electrode system 

安川智之・鈴木雅登・松原則男  

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N. 

フォトリソグラフィ技術を活用し，一度に複数の細胞や初期胚の電気特性や呼吸活性

を計測する電極システムを開発した．  2枚のくし形電極を組み合わせた三次元電気回転

デバイスでは一度に数百個の単一細胞に対して，一括に電気回転計測を行うことができ

る．このデバイスを用いて，細胞群に対して染色することなく細胞群を構成する細胞の

種類の識別が可能であることを明らかにした．また電気化学計測を集積化したBio-LSI

を利用して，初期胚の呼吸活性に基づく簡便な水質検査法の開発にも取り組んでいる．  

Ⅱ 誘電泳動による細胞および微粒子操作

Manipulation with microparticles and living cells based on 

dielectrophoresis 

安川智之・鈴木雅登・松原則男  

Yasukawa, T., Suzuki, M., Matsubara, N. 

誘電泳動による機能化微粒子，細胞を超高速に操作できる技術を最大限に利活用し，

迅速，簡便および高効率に「細胞アレイを創る」，「目的の粒子を分離する」を行って

いる．本年度は，抗体分泌細胞であるハイブリドーマをターゲットとした．ハイブリド

ーマを含む細胞懸濁液から細胞が均等に配列された細胞アレイを数秒で作製すると同時

に，その細胞アレイから目的のハイブリドーマを誘電泳動現象によって回収できること

を明らかにした．  

Ⅲ 電気動力学法を用いた細胞の電気特性の非侵襲評価 

Non-Invasive Investigation of electric parameters of cells and 

microparticles by using AC electrokinetic force 

鈴木雅登・安川智之  

Suzuki, M., Yasukawa, T. 

電気回転法を用いて，細胞に対して非侵襲的な細胞の電気特性（細胞膜容量，細胞質

導電率）の評価に取り組んでいる．本年度は，細胞の分化現象の識別に挑戦した．赤血

球への分化に伴い回転速度が増加することを見出した．現在，免疫染色や電気生理計測

を用いてこの要因の解明に取り組んでいる．  
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大学院物質理学研究科  

博士後期課程   

河合志希保  ：３次元電気回転デバイスの開発と細胞膜容量の一括計測  

寺尾和輝   ：  バイオ LSIを用いたゼブラフィッシュ胚の酸素消費量に基づく

毒性評価法の開発  
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博士前期課程   

波多美咲   ：標的抗体発現細胞の識別，分離，回収技術の確立  

明  達人   ：機能性粒子によるシグナル増幅法を搭載した免疫分析法の開発  

井ノ崎玲央奈： ITO電極の電気化学的活性化と高感度計測法への応用  

竹内梨乃   ：電気回転法を用いた細胞分化度の識別法の開発  
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